
様式第８号（評価項目算定用）
技　術　提　案　書　（標準例）
	工事名
	
	会社名
	

	
	
	作成年月日
	

	工事箇所
	
	作成者氏名
	


  当工事の技術提案については以下のとおりとします。本技術提案が適正と認められた場合には、これにより施工します。

※いずれかを　　　なお、技術提案が適正と認められなかった場合には、標準案に基づき施工します。
選択すること　　なお、本技術提案が適正と認められなかった場合には、入札を辞退します。
	技術提案事項
	 


	技　術　提　案　の　内　容

	１．提案値（単位：　　）
２．技術提案に関する具体的な内容

（具体的な施工方法及びその長所、短所等を記入すること）

３．工事目的物の性能・機能等に与える影響について

（提案した施工方法による工事目的物の性能・機能等に与える影響を記入すること）

４．施工の安全性について

（提案した施工方法の安全性や安全対策について記入すること）

５．材料等の品質について

（提案した施工方法の材料等の品質やその確保対策について記入すること）

６．周辺環境への影響について

（提案した施工方法により周辺に与える影響及びその対策について記入すること）

７．経済性（総合的なコストも含む）について

（提案した施工方法の経済性及び経済的な効果を記入すること）

８．その他の問題点と対応策

（上記以外の問題点とその対応策を記入すること）

９．施工実績の有無

（実績がある場合には、発注者、工事名、工事場所、コリンズ登録番号等を記入すること）

１０．その他必要な事項




（注）１　技術提案事項に対し本書をＡ４判２枚以内で簡潔に作成すること。発注者が複数項目の技術提案を求めている場合には、それぞれの技術提案についてＡ４判２枚以内とする。

　　　２　必要に応じ、最小限の資料（図面、写真等）を別途添付してもよい。

　　　３　必要に応じ本技術提案に関して配置予定技術者のヒアリングを実施することがある。


